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泌尿器科診療所におけるLUTS診療のリアルワールド

夜間頻尿診療でデスモプレシン口腔内崩壊錠の
処方を阻む要因は？

講演1

講演2

南里泌尿器科医院 院長　南里 正晴 先生
日本における大規模な調査では、60歳以上のおよそ8割が下部尿路症状（LUTS）を有しており、
症状としては夜間頻尿や昼間頻尿の頻度が高く、また困窮度への影響も大きいとされている。
この講演では、佐賀市内の泌尿器科診療所にて加療中のLUTS患者における治療満足度や
夜間頻尿の実際を基に、開業医で夜間頻尿を診療する意義について解説したい。

有病率が高い高齢者の夜間頻尿では患者や家族の治療願望の度合いは様々である。
デスモプレシン口腔内崩壊錠は有効な薬剤だが飲水指導や服薬指導へのアドヒアランス
に問題がある症例への投与は慎重であるべきだがその判断は難しいことが多い。
本講演では夜間頻尿診療でデスモプレシン口腔内崩壊錠を選択する際に主治医が注意
すべき点について皆様と一緒に考えてみたいと思います。

佐賀大学医学部 泌尿器科学講座 准教授　東武 昇平 先生　

夜間頻尿を診る意義について、開業医と病院の診療ポイント
質疑応答＆
クロストーク 東武 昇平 先生 × 南里 正晴 先生

共 催 ：

2024年

4月22日（月）
19：00～19：50
（質疑応答を含む）

本講演会にて発表されます弊社医薬品に関して、効能又は効果、用法及び用量、警告及び禁忌を含む注意
事項等情報等は製品の電子添文をご参照ください。
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